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平
成
18
年
深
谷
市
議
会
第
２
回
定

例
会
が
６
月
５
日
か
ら
27
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
平
成
18
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
や
請
願
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
一
般
に
対
す
る
質
問

は
、
35
人
79
件
あ
り
ま
し
た
。

【
主
な
議
案
】

■
平
成
18
年
度
深
谷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
19
億
９
８
２
９
万
９
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
１
９
億
１
１
２
９
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
深
谷
市
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例

子
ど
も
の
安
全
の
確
保
や
青
少
年

の
健
全
育
成
、
善
良
な
風
俗
環
境
の

保
持
を
図
り
、
す
べ
て
の
市
民
が
安

心
し
て
安
全
に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

深谷市の平成 18 年度当初予算

は、合併後最初の通年予算となるこ

とから義務的経費、継続的事業を中

心に予算を組む「骨格的予算」とし

て編成したところですが、今回、こ

の骨格的予算に政策的・投資的経費

などを追加する「肉付け的」な補正

予算を編成しました。

この補正予算により、市では今年

度の重点施策として、少子高齢化対

策や教育環境の充実に向けた積極的

な事業展開を図ってまいります。
登壇する新

あら

井
い

市長と北
きた

本
もと

議長

ハッピーエンゼル支援事業の拡大
（不妊治療助成）
補正予算額：250万円（合計予算額：500万円）

助成限度額を
５万円から10万
円に、支給期間
を２年から５年
にそれぞれ拡大
します。
※詳しくは７ページ
をご覧ください

大寄学童保育室の整備
補正予算額：3,255万 8千円

　大寄小学校敷地内に建設予定です。

ねたきり高齢者等移動支援事業
補正予算額：272万 2千円

介護認定4・5の在宅者を対象に寝台（ス
トレッチャー）車両での移送サービス費用
を助成します。対象額は1回の利用で5,000
円まで、自己負担は 1割（市民税非課税世
帯は免除）です。

単身高齢者宅家具転倒防止促進事業

補正予算額：135万円

単身者（65歳以上）を対象に、家具転倒
防止器具と取付費用を助成します。対象額
は 15,000 円まで、自己負担は 1割（市民
税非課税者は免除）です。

小中学校施設大規模改修
（改修設計、耐震診断）
補正予算額： 小学校…983万2千円（合計予算額：
1,496万5千円）、中学校…294万円
川本北小学校・南校舎では改修設計など

を、榛沢小学校・校舎、岡部中学校・北校
舎では耐震診断を実施します。

老人日常生活用具給付費
補正予算額：175万 8千円

単身者（65 歳以上）を対象に火災警
報器と取付費用を助成します。対象額は
15,000 円まで、自己負担は 1割（市民税
非課税者は免除）です。

教育活動推進費
補正予算額：1,589万7千円（合計予算額： 5,995
万5千円）
生徒指導支援員を9人追加し（合計10人）

中学校に配置します。
※詳しくは８ページをご覧ください

学校教育における校外活動などのバス代
に係る費用の一部を支援します。

教育環 境 の 充実教育環境の充実少子化対策・子育て支援の充実少子化対策・子育て支援の充実高 齢 者 福 祉 の 充 実高 齢 者 福 祉の充実

みんなで植えた苗のように、市民の力という栄養で深谷のまちを
どんどん育てましょう（みらい幼児園おかべの芋苗植え）

議
案
質
疑
や
一
般
質
問
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
８
月
発
行
の
「
ふ
か
や
市

議
会
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※この３事業は平成18年10月実施を予定しています


